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クマム語はクレオールか？ 

 
稗田乃（AA 研所員） 

 
1. 序論 
 言語継承と言語接触とが相反する事象ではないことを議論することが本研究の目的であ

る。言語継承と言語接触により生じる現象の１つである言語交替は、まったく異なる言語

現象と考えられているが、実はある意味で共通する言語現象であると主張したい。 
1.1. 言語交替 
 言語が接触するときに生じる現象の１つに言語交替がある。言語交替とは、ある特定の

言語社会において、話し手が本来話していた言語を話すのをやめ、別の言語を話すように

なることを意味する。言語交替は、地球上のあらゆる場所で起こったと考えられる。しか

し、言語社会全体において使用される言語が、ある日突然、別の言語に交替することは、

ありえないと考えられる。もしもそのような事態が生じたなら、言語社会を構成する話し

手同士のコミュニケーションが成立しない。話し手相互のコミュニケーションを可能にす

るためには、本来話されていた言語と、それと交替するだろう言語の両方が話される、い

わゆるバイリンガルの状態が存在するはずである。つまり、社会全体の言語使用というこ

とに関しては、ある言語が別の言語と交替するとき、失われる言語とそれと交替する両方

の言語が１つの社会で話される状態、遷移的な状態が必然的に存在することを仮定しなけ

ればならない。遷移的な状態がなく交替が生じることはありえない。 
 しかし、個人の言語使用に関しては、そのような遷移的な状態を仮定する必要はない。

ある言語を話している両親から生まれた子供が両親の言語を話さず別の言語を話してもか

まわない。言語継承が行われてもかまわない。このような事態が生じてもコミュニケーシ

ョンの問題は原理的には生じない。コミュニケーションを可能にするには、両親が本来の

言語のほかに子供が話す言語を話すことができればよい。あるいは、両親が話す言語と、

子供が話す言語の両方を使用する仲介者が存在すれば、コミュニケーションの問題は解決

される。この議論はあくまでも原理的なものであり、実際に生じる事態に基づいた議論で



はない。しかし、強調したい点は、言語社会全体で生じる言語交替の現象と、個人の言語

能力で生じる言語交替の現象とを、明確に区別しなければならないことである。 
 言語交替が生じるときの社会言語学的な現象に目を向けるのではなく、言語交替時にお

ける、言語構造において生じる様々な現象に目を向ける場合には、言語社会で生じている

現象と個人の言語能力で生じている現象を区別したことが重要になる。言語構造において

生じる様々な現象は、個人の言語能力で生じる言語現象のなかでのみ説明することが可能

である。 
 言語交替時において、失われる言語を「放棄される言語」と、失われる言語と交替する

言語を「ターゲット言語」と呼ぶ。言語交替は、必ずしも「ターゲット言語」の言語構造

をそっくりそのまま新たな言語話者によって獲得されるとは限らない。すなわち、言語交

替時に、「ターゲット言語」を子供が獲得するとき、子供が獲得した言語が「ターゲット言

語」の構造をそっくりコピーしているとは限らない。そのような事態が生じる原因として、

子供が言語を獲得するとき子供は自らが生得的にもつ言語獲得能力を用いて与えられた言

語資料から文法を構成する際に、与えられる言語資料が十分でないことが想定できる。な

ぜなら子供の両親は、「放棄される言語」を話しているか、「ターゲット言語」の十分な知

識をもっていないと考えられるからである。したがって、言語交替時において「放棄され

る言語」を話す両親から子供が「ターゲット言語」を獲得する際に、子供が不十分な「タ

ーゲット言語」の資料から生得的な言語獲得能力を用いて構成する言語は、「ターゲット言

語」の構造をそっくりコピーしたものにならない。ちなみに子供が生得的にもつ言語獲得

能力は、普遍的に人類に共通するものと考えている。 
1.2.  言語継承、言語交替、ピジン・クレオール 
 子供がある特定の言語の不十分な言語資料から言語獲得能力を用いて文法を構成するこ

とは、ピジン・クレオールの生成と共通する事象である。ピジン・クレオールは、子供が

言語を獲得するとき１つの特定の言語資料を与えられるのではなく、複数の言語の資料を

与えられることから生成されると考えられる。この意味で言語交替時に子供が獲得する言

語が「ターゲット言語」の構造を完全にコピーしたものでないことと、ピジン・クレオー

ル語の生成とは共通の基盤が存在する。 
 さらに言語が継承される場合も子供の言語獲得の過程においても、言語交替時における

子供の言語獲得の過程における、また、ピジン・クレオール生成時における子供の言語獲

得の過程において生じる事態と同じことが起こっていると考えられる。言語継承時に子供

の言語獲得の過程で生じていることと、言語交替時やピジン・クレオール生成時に子供の

言語獲得の過程で生じていることとの違いは、言語継承時において子供は十分な言語資料

を両親から与えられることだけである。言語継承時において子供は普段に両親から言語使

用の間違いを指摘され、訂正される。しかし、子供が与えられた言語資料から生得的な言

語獲得能力を用いて言語を構成することに関しては、言語継承時であろうと、言語交替時

であろうと、ピジン・クレオール生成時であろうと、同じ過程を子供は行なっていると考



える。したがって、言語継承時であっても、子供が生得的な言語獲得能力を用いて与えら

れた言語資料から構成する文法は、両親が話す言語の文法とは異なるものなる可能性は常

に存在する。いくら十分な言語資料が与えられても、子供は、両親が話す言語の構造を完

全にコピーするとは限らない。つまり、これが言語の通時的変化のはじまりといえる。 
言語の通時的変化は、子供が生得的な言語獲得能力を用いて与えられた言語資料から文

法を構成するときに生じる。子供は常に言語を再構築化すると言える。子供が再構築化し

た文法が社会のなかでどのように定着するかは言語社会学の領域である。 
言語継承時と、言語交替時やピジン・クレオール生成時の間に存在する子供に与えられ

る言語資料の量の違いは、たんに量的な違いであるか、それとも本質的な違いであるかが

将来の研究のテーマとなろう。 
本論では言語交替時に生じた文法の再構築化と考えられる事例を提示しよう。ただし、

さらなる検討の余地があるものと考える。 
 クマム語が言語交替により成立した言語であるとの仮定のもとに文法の再構築化につい

て議論しよう。 
 
2. クマム語 
 クマム語は、ウガンダ Uganda 中部、カベラマイド(Kaberamaido)郡、ソロティ(Soroti)
郡、セレレ(Serere)郡、チョガ(Kyoga)郡で話されている。クマム語の東にはテソ語が、北

西にはランゴ語が話されている。話者人口は、112,629 人である（Gordon, 2005: 211）。 
 クマム語は、ナイル・サハラ言語ファイラムの中のナイル諸語に所属する。クマム語は、

ナイル諸語を構成する３つの下位言語群の中の西ナイル諸語に属する。 
 東に接しているテソ語は、東ナイル諸語に属し、北西に接しているランゴ語は、クマム

語と同じ西ナイル諸語に属する。 
 
Nilo-Saharan phylum 
― Nilotic ― Western Nilotic ― Nuer-Dinka    ― Nuer 
                                                ― Dinka 
                             ― Lwo ― Northern Lwo ― Shilluk 
                                                      ￣ Anywa 
                                                      ￣ Päri 
                                                      ― 
                                   ― Southern Lwo ― Luo 
                                                      ― Acooli 
                                                      ― Lango 
                                                      ― Kumam 
                                                      ― 



― Eastern Nilotic ― Teso-Turkana-Lotuxo-Maa ― Lotuxo-Maa ― Lotuxo (Lango, 
                                                              ― Maa 
                                               ― Teso-Turkana ― Teso 
                                                                ― Turkana 
                                                                ― 
― Southern Nilotic 
図 1 クマム語の分類 
 
クマム語とテソ語は、ともにナイル諸語に所属するとはいえ、系統的にも構造的にも離

れており、クマム語とテソ語の間には相互理解性はない。クマム語とランゴ語は、ともに

西ナイル諸語に属しており、また、構造的に類似していて、クマム語とランゴ語の間には

相互理解性が存在する。 
クマム語の起源、ならびに、クマム民族の起源については、いくつかの説がある。たと

えば、実際に、言語的な違いにかかわらず、クマム語とテソ語とランゴ語を話す人々は、

１つの社会集団を形成していると周囲の民族から見なされており、総称してアテケリン

Atekerin とよばれる。 
クマム民族の起源に関して、１）「クマム語の話し手はおおよそ紀元 1600 年頃、エチオ

ピアから現在彼らが居住する地域へ移動した」との説がある。この説によると、クマム語

の話し手は、かつてランゴと呼ばれていた。実際に現在スーダンで話されているロツホ語

の地域変種のなかにランゴ方言と呼ばれるものがある。２）「カリモジョン民族がテソ語、

ランゴ語、クマム語を話す人々を総称して呼ぶときの名前、クママ Kumama とクマムとい

う名前は関連がある」３）「クマムの名前は、ランゴ語を話す人々がテソ語とランゴ語を話

す人々を総称するときの名前、アクム Akum に由来する」との説がある。 
また、４）「クマム語は、3 分の 2 がルオ語で、3 分の 1 がテソ語である」と、クマム語

の話し手自らにより、また、クマム語の周辺に住む民族により形容される。実際にクマム

語の語彙体系のなかには、東ナイル諸語の言語と共通する語彙が少なからず存在する。 
さらに、５）「クマム語を話す人々は、かつて東ナイル諸語に属する言語を話していた。

現在の居住地に移動したのちに、彼らは東ナイル諸語に属する言語を話すのをやめ、西ナ

イル諸語に属する言語に言語交替をおこなった」との説がある。ケラーKoehler は、「クマ

ム語をテソ語に起源をもつ言語であると考え、クマム語を話す人々の移動を 18 世紀のこと

である」と考えている(Vossen 1982: 66)。また、ローランス Lawrance は、「テソ語を話す

人々とクマム語の話す人々が分離したのは 19 世紀の初めである」とする(Hilders & 
Lawrance 1957: 15)。 
これらの説を総合的に検討して、暫定的な仮説をたてると、６）「クマム語の話し手が本

来話していた言語は不明である。現在話されているクマム語の中に存在するテソ語起源の

語彙は、最近の言語接触によるものである」と考えられる。また、８）「クマム語は、言語



接触により成立した言語である」と仮説をたてる。その理由として、クマム語の音韻論的

構造と形態統語論的構造は、西ナイル諸語と共通していて、しかもランゴ語のそれとよく

似ている。しかし、語彙は西ナイル諸語の言語と似ているのだか、じつは形態統語論的情

報を考慮すると西ナイル語祖語に遡ることが困難なことである。 
2.1. 最近の借用語 
 クマム語の中に現在観察される東ナイル諸語と共通する語彙は、最近の言語接触による

テソ語からの借用語であると考える。これらの東ナイル諸語と共通する語彙は、クマム語

の中にクマム語の話し手が本来話していただろう言語の痕跡ではないと考える。 
 
表 1 クマム語の中のテソ語（1） 
A)語彙借用 
クマム語   テソ語（Apuda Ignatius Loyola, English-Ateso pocket Dictionary, 2007） 
abár          abar        ‘wealth’ 

abɔ́lá         aboolai      ‘money’            (used by old generation in Kumam) 

ɑbé          abeet (pl. abeei)  ‘egg’ 

abɛ́lɛkɛ́k      abelekek     ‘finger-nail’ 

ɑbɑ́ó         abao         ‘board’             (Swahili: bao) 

ɑbúkéwâŋ     abukyoit    ‘eyelash’ 

aɔ́lá          aola        ‘cough’ 

acɛ́r(L)       aacerit      ‘star’ 

ɑcút(L)       acut        ‘vulture’ 

adám         adam       ‘brain’ 

ɑdóŋé        edonge      ‘sterile’ 

 

 クマム語名詞がテソ語からの借用か否かの簡便な方法として、クマム語名詞が母音、

-a,-ɛ,-i で始まるかを見る方法がある。テソ語名詞は、必ず語頭の位置に接頭辞、-a, -ɛ, -i (pl.)

をもつから、クマム語名詞が-a, -ɛ, -i をもつか否かで、テソ語からの借用であるか否かを決

定する。ただし、クマム語にはもともと存在した母音-a からなる名詞接頭辞が存在するの

で、クマム語名詞が母音-a で始まるからといって、すぐにその名詞がテソ語からの借用で

あると決定することはできない。クマム語とテソ語の語彙を対照することにより借用か否

かを決定する。 

 残念なことに、テソ語の信頼にたる記述が未だに存在しない。表 1、表 2、表 3 で用いた

資料には母音が 5 つ（テソ語は、5 つの[+ATR]母音と 5 つの[-ATR]母音をもつと考えられる

が、資料には[ATR]値が記述されていない）のみ区別されている。また、テソ語は声調言語

であるにもかかわらず、声調を記述していない。テソ語とクマム語の対照の作業は、部分

的なものに限られる。 



 

表 2 クマム語の中のテソ語（2） 

B)語彙借用 

クマム語  テソ語（high+down-stepped-high in Kumam corresponds to Swahili accent） 
mɑé!mbé     emuebe     ‘mango’  (Swahili: maembe) 

nɑnɑ́!sí       enanasi    ‘pineapple’   (Swahili: nanasi) 

ení!mú       enimu      ‘lemon’     (Swahili: limau) 

ɛpá!mbá                ‘cotton’      (Swahili: pamba) 

ɛpá!ŋá                 ‘machete’     (Swahili: panga) 

mʊpɪ ́!rá     emopiira    ‘tire, ball’    (Swahili: mpira) 

egɑ́!lí       egaali       ‘bicycle’       (Swahili: gari) 

sumɑ ́!lí     esumaalit    ‘nail’          (Swahili: msumari) 

 

 表 2 のクマム語名詞は、スワヒリ語を起源にする借用語と考えられる。ただし、クマム

語は、スワヒリ語から直接これらを借用したとは考えられない。クマム語名詞は、上述し

たテソ語の名詞接頭辞をコピーしている。また、クマム語は、スワヒリ語の蠕動音/r/を側面

音/l/と混同するが、その混同する傾向は、テソ語がする混同と一致する（‘bicycle’, ‘nail’の

例を参照）。 

しかし、表 2 のクマム語名詞は、語末から 2 番目の音節に高声調を、語末の位置にダウ

ンステップ高声調を必ずもつ。これは、スワヒリ語のアクセントの位置を反映していると

考えられる。スワヒリ語は、語末から 2 番目の音節に必ずアクセントがおちる。しかし、

表 2 のクマム語名詞の声調パターンがスワヒリ語のアクセントを直接コピーしているとは

考えない。テソ語の声調パターンをコピーしていると想定するほうが妥当であろう。ただ

し、これを証明するにはテソ語の声調を調査する必要がある。 

 

表 3 クマム語の中のテソ語（3） 

C)語彙借用 

クマム語   英語 (vowels are always [+ATR] in borrowing words in Kumam from English) 

ɑgúrin      ‘green’ 

gilɑ́si       ‘glass’ 

silípɑ       ‘slipper’ 

kilɑ́s/kilɑ́si  ‘class’ 

tóci        ‘torch’ 

bésení      ‘basin’ 

rédio       ‘radio’ 

tívi         ‘TV’ 



video       ‘video’ 

tɑ́un        ‘town’ 

sɪkát        ‘skirt’              (Teso: asikaat) 

dʊrɛ́!vá      ‘driver’             (Teso: ederepa) 

etɑ́i         ‘tie’                (Teso: ？  ) 

esɑ́tí        ‘shirt’               (Teso: ？  ) 

 

 また、クマム語には近年に英語から入ったと考えられる借用語がある。英語からの借用

語は、語を構成する母音が[+ATR]母音であることで特徴づけられる（クマム語は、母音調

和の現象を持ち、母音調和の基本的な規則により、語を構成するすべての母音は[+ATR]か

[-ATR]に統一される）。表 3 に[-ATR]母音で構成されるため、「英語からの借用語はつねに

[+ATR]母音をもつ」という原則から逸脱すると考えられる例が存在する（‘skirt’, driver’, ‘tie’, 

‘shirt’を参照）。しかし、これらの例外的な語は、直接英語から借用されたものでなく、いっ

たんテソ語に借用され、テソ語からクマム語に入ったと考えられる。そのことは、‘tie’, ‘shirt’

を意味するクマム語名詞がテソ語からの借用であることを示す接頭辞-e をもっていること

から分かる。 

 英語からの借用語がなぜ[+ATR]母音をつねにもつかの問題も興味あるが、ここではこれ

以上議論しないことにする。また、‘green’を意味するクマム語の語は、接頭辞-a をもってい

るが、この接頭辞はテソ語に由来するものではなく、クマム語本来の形容詞に接辞する接

頭辞だと考えられる。 

 

3. 西ナイル諸語南ルオ方言諸語にみられる言語接触 
3.1. 西ナイル諸語南ルオ方言諸語における時制体系の発展 

西ナイル諸語の基本的な時制・アスペクト体系は、時制を形態音韻論的に区別せず、ア

スペクトのみ形態音韻論的に区別することである。ただし、アスペクトを区別する形態音

韻論的手段は、分節的なものではなく、声調によるものである。 
 
表 4 クマム語のアスペクト体系 
Imperfect                         L H φ H L   L 

(1) a=tédó             cɑm      ｜｜ ｜ ＼  

1SG=IMP:cook:TR  food       a=té dó   cɑm 

 

(2) Perfect                         L H L H L  L 

a=tédo             cɑ́m       ｜｜｜＼ 

1SG=PERF:cook:TR  food       a=té do  cɑ́m 

 



 西ナイル諸語は、未完了アスペクトと完了アスペクトを形態音韻論的に区別する。クマ

ム語の完了アスペクトは、人称クリティックと動詞語幹の間に低声調素を挿入することに

より表現される（1 人称・単数クリティックは、低声調素と高声調素を付与され、これらの

低声調素と高声調素に後続する低声調素が完了アスペクトを表現する形態音韻論的標識で

ある）。 

 クマム語の未完了アスペクトは、人称クリティックと動詞語幹の間になんら声調素が介

在しない（クマム語の資料は、筆者が調査により収集したものである）。便宜上、声調素が

介在しないことを表すために、記号φを人称クリティックがもつ声調素と動詞語幹がもつ

声調素の間に挿入する（動詞語幹は、直説法においては必ず高声調素をもち、他動詞語幹

形成辞-ɔ は、つねに低声調素をもつ）。 

 基底の声調素パターンから表層の声調表現を得るためのやり方は、超分節的理論を採用

している。 

 

表 5 クマム語の時制表現 

Past 

(3) ɔ=udo                a=tédó             cɑm 

3=PERF:observe:TR 1SG=IMP:cook:TR   food 

‘I cooked food.’ 

 

(4) ɔ=udo              a=tédo             cɑ́m 

3=PERF:observe:TR 1SG=PERF:cook:TR  food 

‘I had cooked food.’ 

 

(5) Parataxis 

   a=nɛ́nɔ           atɪn     ɔ=rɪŋɔ             ɪ-sʊkʊ́lʊ 

   1SG=PERF-see-TR  child   3SG=PERF:run:INTR to-school 

   ‘I saw the child running to the school.’ 

 

Future 

(6) a=yárɔ             teedo      cɑm 

1SG=PERF:want:TR  cook:INF  food 

‘I will cook food.’ 

 

 一方、クマム語は、時制を表現するために語彙的な手段を用いている。過去を表現する

ために、副詞的要素 ɔ=udo が動詞の前におかれる。この副詞的要素は、本来動詞 uudo ‘to 

observe’ Infinitive から由来する。動詞語幹-udo には、3 人称・単数クリティック ɔ=が動詞語



幹に前置し、完了アスペクトの声調素をもっている。また、この副詞的要素は、必ず動詞

に前置されなければならない。ɲɔrɔ ‘yesterday’のような時間を表現する副詞的要素は、文の

様々な位置に置かれることが可能であることと、この副詞的要素はまったく性格が異なる。

その理由として、この過去を表現する副詞的要素を用いた文は、例文（5）で示した補文標

識をもたない従属文をともなう文構造に由来すると考えられる。ただし、クマム語の話し

手は、この副詞的要素ɔ=udoが動詞uudo ‘to observe’に由来するという意識はまったくない。

したがって、これを副詞的要素と名づけておく。 

 例文（5）は、主文 a=nɛ́nɔ ‘I saw’に従属文 atɪn ɔ=rɪŋɔ ɪ-sʊkʊ́lʊ ‘the child run to school’が埋

め込まれた文である。このタイプの従属節にはなんら補文標識をもたない（クマム語には

穂分標識 bɛ が存在する）。クマム語の過去を表現する副詞的要素をもつ文は、例文（5）が

示す補文標識をもたない従属節が埋め込まれた文から由来したと考えてよい。 

 一方、クマム語の未来表現は、不定詞節を埋め込み文としてもつ文に由来する。クマム

語において、動詞 yaaro ‘to want’ Infinitive が未来を表現するためには必ず完了アスペクト形

式を用いなければならない。例文（6）は、主文 a=ya ́rɔ ‘I wanted’に不定詞節 teedo cam ‘to cook 

food’が埋め込まれた文である。動詞 yaarɔ ‘to want’の完了アスペクト形式を用いて未来を表

現することは、動詞 yaarɔ ‘to want’の完了アスペクト形式にどんな意味をもった動詞の不定

形を後続させることが可能であること、また、動詞 yaarɔ ‘to want’の完了アスペクト形式の

主語にどんな意味をもった名詞を先行させることも可能であることからからわかる。つま

り、動詞 yaarɔ の完了アスペクト形式を用いて未来時制を表現するやり方は、動詞 yaarɔ ‘to 

want’の本来の意味を失って、未来表現としてクマム語の文法の中に定着していることを示

している。クマム語の話し手は、動詞 yaarɔ の完了アスペクトを用いた未来表現が動詞 yaarɔ 

‘to want’と関係あることは認識している。この点は、過去を表現する副詞的要素 ɔ=udo と異

なる。したがって、動詞 yaarɔ ‘to want’を用いた未来表現と名づける。 

 文法化についての通言語学的知識によれば、様々な言語において、 ‘to go’, ‘to come’, ‘to 

want’などを意味する動詞から文法化のプロセスにより、未来時制を表現する形式にいたる

ことはよく知られている。この際にこれらの動詞に後続する従属節は、不定詞節になるこ

とが知られている。クマム語の未来時制表現は、通言語学的な観点から、言語普遍的な文

法化プロセスにのっとり、発展したものと考える。 

3.2. ルオ語の時制・アスペクト体系 

 クマム語の資料をもちいて西ナイル諸語の時制・アスペクト体系について観察した。ク

マム語と同じ南ルオ方言諸語に所属するルオ語は、クマム語よりも豊かな時制を表現する

体系をもっている。アスペクト体系は、クマム語をおなじく、未完了アスペクトと完了ア

スペクトをただ声調のみを使って区別する。例（7）は、未完了アスペクトを、例（8）は、

完了アスペクトを示している。ルオ語の声調体系については未だに十分に解明されていな

いが、クマム語の例（1）と例（2）から類推して、ルオ語の完了アスペクトも低声調素に

より未完了アスペクトから区別されると考えられる。 



 

表 6 ルオ語のアスペクト体系 

(7) Imperfect 

ji      lʊ́wɔ ́           rɛ·c 

people  IMP:catch:TR   fish 

 

(8) Perfect 

ji      ɔ-lʊwɔ             rɛ́·c 

people  3SG-PERF:catch:TR fish 

‘People caught fish.’ 

 

表 7 ルオ語の時制表現 

General Past (ADV: á·yɛ) 

(9) áyɛ  ji    ɔ-lʊwɔ             rɛ́·c 

  Then people 3SG-PERF:catch:TR  fish 

(10) áa  ji    ɔ-lʊwɔ             rɛ́·c 

(11) ji   â-ɔ-lʊwɔ                rɛ́·c 

 

Recent Past (ADV: né·nde) 

(12) nénde  ji  ɔ-lʊwɔ            rɛ́·c 

(13) née    ji  ɔ-lʊwɔ            rɛ́·c 

(14) ji    né=ɔ-lʊwɔ             rɛ́·c 

(15) ji    nɔ́-ɔ-lʊwɔ            rɛ́·c 

 

Remote Past (ADV: né·né) 

(16) néné   ji   ɔ-lʊwɔ       rɛ́·c 

(17) néé    ji    ɔ-lʊwɔ       rɛ́·c 

(18) ji    né=ɔ́-lʊwɔ         rɛ́·ɔ 

(19) ji    nɔ́-nɔ́-lʊwɔ        rɛ́·c 

 

Yesterday Past (ADV: ɲóro) 

(20) ɲóro   ji   ɔ-lʊwɔ      rɛ́·c 

(21) ɲóo     ji   ɔ-lʊwɔ      rɛ́·c 

(22) ji     ɲɔ́-ɔ-lʊwɔ       rɛ́·c 

 

Past of ‘the day before yesterday’ (ADV: ɲó·cɑ) 



(23) ɲócɑ   ji    ɔ-lʊwɔ     rɛ́·c 

(24) ji     ɲóc(o)=ɔ-lʊwɔ   rɛ́c 

 

Past of ‘a few days ago’ (ADV: yá ̀ndɛ) 

(25) yandɛ́  ji   ɔ-lʊwɔ    rɛ ́·c 

(26) ji     yand(ɛ́)=ɔ-lʊwɔ   rɛ́·c 

 

Future 

(27) ɑ́-biro         ndɪ́kɔ   bɑrú·wɑ 

   1SG-IMP:come  to write  letter 

   ‘I am gong to write a letter.’ 

 

(28) wá-dhɪ        ɲiédho 

    1PL-IMP:go    to milk 

   ‘We are going to milk (action will take place elsewhere)’ 

 

(29) ɔt     dwá(rɔ ́)           podho    pɪ́ɲ 

   House  3SG:IMP:want     to fall    down 

   ‘The house is about to fall down.’ 

 

(29) jotic     nɔ́-nɪ́ ̀ndɪ ́  (<nɪ́+ɔ) 

    worker   will:3SG-sleep:SUBJ 

   ‘The worker will sleep.’ 

 

 ルオ語は、過去の表現に General Past, Recent Past, Remote Past, Yesterday Past, Past of ‘the 

day before yesterday’, Past of ‘a few days ago’という６つの表現をもつ。それぞれの時制表現は、

少なくとも 2 つ以上の自由変種からなる。例えば、General Past は、3 つの自由変種をもち、

Recent Past は、4 つの変種をもつ。Past of ‘a few days ago’は、少なくて 2 つの変種をもつ。 

 自由変種の例（12）、（16）、（20）、（23）、（25）では、時間を表現する副詞が形式を変え

ることなく、動詞の前に前置される。例（13）、（17）、（21）は、時間を表現する副詞がそ

の形式が縮小しているだけであり、動詞の前に前置されていることは、例（12）、（16）、（20）、

（23）、（25）と変わらない。例（14）、（18）、（24）、（26）は、時間を表現する副詞から由

来するクリティックが動詞に前置される。ただし、クリティックは、主語と照応する接頭

辞の前に先行する。また、主語は、クリティックの前に置かれている。例（16）、（19）、（22）

は、時間を表現する副詞から由来する接頭辞が動詞に前置される（クリティックと接辞の

違いは、接辞が母音調和に従うのに対して、クリティックは、母音調和を行わない）。ただ



し、時間を表現する接頭辞は、主語と照応する接頭辞の前に先行する。また、主語は、時

間を表現する接頭辞の前に置かれる。これら 1 群の時間表現の変種は、時間を表現する副

詞がクリティックへ、さらに、接頭辞へと文法化するプロセスを示している。 

 未来を表現するために、3 つの不定詞節を埋め込み文として用いるやり方と、1 つの接続

法をもつ従属文を埋め込み文として用いるやり方を、ルオ語はもっている。不定詞節を埋

め込み文としてもつ未来表現には、‘to come’, ‘to go’, ‘to want’を意味する動詞が用いられる。

‘to come’を意味する動詞を用いた未来表現と、‘to go’を意味する動詞を用い他未来表現は、

若干の意味の違いが存在する（例（27）と（28）を参照）。不定詞節を埋め込み文として用

いて未来を表現するやり方は、クマム語と共通するが、西ナイル祖語に遡るものと考える

より、むしろ、通言語学的に普遍的な時制表現の発展と考えるべきであろう。実際に次に

見るアチョリ語では、未来表現はクマム語やルオ語と異なる発展を示している。 

3.3. アチョリ語の時制・アスペクト体系 

 アチョリ語のアスペクト体系は、上で述べたクマム語のアスペクト体系、ルオ語のアス

ペクト体系と同じと考えられるので、ここで再び取り上げることはしない。 

 

表 8 アチョリ語の時制表現 

Past 

(30) ò-nòŋo            gɪ�̀-ryɛ ̀m-ɛ ̀            wɔ́kɔ 

   3SG-PERF:find:TR  3PL-PERF:drive-3SG    away 

   ‘He had been driven away.’ 

 

Future 

(31) ɪ̀-bɪ́-nɛ̀ɛn-ɛ̀       páaco    (bɪ́ɪnó ‘to come’) 

   2SG-FUT-see-3SG  at home 

   ‘You will see him at home.’ 

 

 アチョリ語の過去表現は、クマム語をよく似ている。動詞 nooŋo ‘to find’Infinitive に 3 人

称単数の接頭辞を接辞させた主文に、補文標識をもたない従属節が埋め込まれた文により

過去を表現する。ただし、過去を表現するために主文に用いる動詞は、クマム語において

過去を表現するために主文に用いられる動詞と cognate ではない。 

 アチョリ語の未来表現は、‘to come’を意味する動詞から由来する時制を表現する接頭辞

-bɪ が用いられる。しかも、主語と照応する接頭辞と未来を表現する接頭辞の相対的な位置

がルオ語のそれと異なっている。ルオ語においては、過去の時間を表現する接頭辞は、あ

くまでも主語と照応する接頭辞の前に前置されていた。アチョリ語の未来を表現する接頭

辞は、主語と照応する接頭辞の後ろに後置される。この原因は、ルオ語の過去を表現する

接辞が時間を表現する副詞から由来するのに対して、アチョリ語の未来を表現する接辞は、



主文の動詞を由来とすることによる。実際、アチョリ語において未来時制の接頭辞に後続

する動詞語幹は、不定詞形をしていると考えられる。したがって、アチョリ語の未来表現

は、‘to come’を意味する動詞からなる主文に不定詞節が埋め込まれた構造に由来すると考え

られる。 

 

 ナイル諸語が区別する時制の数と、ナイル諸語の近隣で話されているバントゥ語におけ

る時制の数を簡単に較べてみる。 

 ルオ語やカレンジン諸語（東ナイル諸語）のように、バントゥ諸語と密接な言語接触を

行なっている言語において時制表現の数が多くなっている。ただし、表 10 のグシイ語の時

制形態論の例から分かるように、時制を表現する接頭辞と主語と照応する接頭辞の相対的

な位置は、ナイル諸語とバントゥ諸語とでは基本的に異なっている。この 2 つの事実から

考えることは、ナイル諸語の時制表現の発達は、近隣で話されているバントゥ諸語との言

語接触の影響を考えることなしには説明できないけれど、ナイル諸語がバントゥ諸語の時

制を表現する形態論をそのままコピーしたのではないことである。 

 アチョリ語の未来時制を表現する接辞と主語と照応する接頭辞の相対的位置がバントゥ

諸語における時制を表現する接辞と主語を照応する接辞との相対的位置と同じになってい

るのは、アチョリ語の未来を表現する接辞が主文の動詞から由来すること、未来表現が不

定詞節を埋め込み文としてもつ文から由来すること、バントゥ諸語の時制接頭辞が主文の

動詞から由来することという文法化に関する共通する起源をもつことによると考えられる。

すなわち、アチョリ語の未来時制接辞がバントゥ諸語との言語接触を原因とする発展と考

えることは妥当ではない。 

 

表 9 ナイル諸語とバントゥ諸語における時制の数 

        Past        Future 

Kumam  １     １ 

Acooli   １          1 

Luo        6          3 

Kalenjin     3          3 

Bantu （ただし、複合時制をくわえるともっと多い） 

Kuria        2         3 

Gusii        4          1 

Nkore        3         2 

Swahili       1         1 

 

表 10 グシイ語（バントゥ語）の時制形態論 

Gusii 



Past 

(32) ń-ná-rûg-à  ‘I cooked (yesterday)’ 

(33) n�-nà-rúg-à  ‘I cooked (before yesterday, but usually more than a week ago)’ 

(34) ń-ná-rùg-ètè  ‘I cooked (ealier today)’ 

(35) ń-nâ-rùg-étè  ‘I cooked (some time ago)’ 

 

Swahili 

Future 

(36) ni-ta-pika chakula  ‘I will cook food.’ (ta < taka ‘to want’) 

(37) ni-na-enda ku-pika chakula  ‘I am going to cook food.’ 

 

表 11 ナイル諸語の時制を表示する形態論 

      Past                                Future 

Kumam     SC-PERF-Verb SC=IMP/PERF:Verb      SC=PERF-AUX  INF 

Acooli      SP-PERF-Verb SP-IMP/PERF:Verb       SP-TENS-V 

Luo        ADV SP-IMP/PERF-Verb               SP-IMP-AUX  INF 

           TENSC=SP-IMP/PERF-Verb            TENS-SP-Verb(subjunctive) 

           TENSP-SP-IMP/PERF-Verb 

Kalenjin    TENSP-SP-Verb                      ADV SP-Verb 

Bantu      SP-TENSP-Verb                      SP-TENSP-Verb 

                                              SP-TENSP-AUX  INF 

 

 これまでのまとめとして以下の疑問について議論しておこう。 

（１）南ルオ諸語の時制表現の発展はバントゥ諸語との接触によるものか？ 

 南ルオ諸語の時制表現は、近隣で話されているバントゥ諸語との接触に触発されて発展

したと考えられる。ただし、南ルオ諸語がバントゥ諸語の時制の形態論をそっくりコピー

したのではない。 

 南ルオ諸語の時制表現の発展は、通言語学的に普遍的な文法化プロセスにのっとって行

なわれた。そのことは、ルオ語における過去の表現が、時間を表現する副詞から発展した

クリティックや接辞と主語と照応する接辞との相対的位置がバントゥ諸語のそれとは異な

ること、クマム語とアチョリ語における文の主節の動詞から発展した過去の表現はバント

ゥ諸語にみられないことから分かる。 

 一方、アチョリ語の未来時制の接辞と主語と照応する接辞との相対的位置がバントゥ諸

語のそれと共通するのは、アチョリ語の未来時制の表現もバントゥ諸語の時制表現も不定

詞節を埋め込み文とする構造から由来することによる。これは南ルオ方言諸語において時

制表現が独自に発展を遂げたことの反証とはならない。通言語学的に共通する文法化のプ



ロセスであると考える。 

 南ルオ諸語内での発展について考えよう。南ルオ方言諸語では共通する時制表現の発展

が観察できる。ただし、たとえば、クマム語が過去を表す表現を発達させた起源と考えら

れる動詞 uudo ‘to observe’と、アチョリ語のそれ nooŋo ‘to find’とは起源を同じにしない。こ

の事実は、それを説明するいくつかの可能性をかんがえることができるが、ただちに結論

を下すことは容易ではないであろう。明らかなことは歴史上ある時点で既にクマム語とア

チョリ語は別々の発展の道をたどったということである。 

 

4. 南ルオ方言からみたクマム語の動詞体系 

 ルオ語の過去を表現するやり方は、時間を表現する副詞からの発展であり、クマム語と

アチョリ語の過去を表現するやり方は、補文標識をもたない従属文を埋め込み文としても

つ文から発展したように、南ルオ諸語の時制表現の発展は直ちに祖語に遡れるものではな

いことを示している。また、クマム語の過去を表現するやり方の起源である動詞 uudo ‘to 

observe’と、アチョリ語の過去を表現するやり方の起源である動詞 nooŋo ‘to find’は、まった

く起源を同じくする動詞ではない。 

 これらの事実が示していることは、系統継承であろうとも言語交替時と同様の断絶が存

在することである。ではクマム語は、南ルオ諸語と同じ系統継承を行なったのであろうか、

それとも言語交替による断絶が存在したのだろうか。 

 クマム語の動詞体系は、実は他の南ルオ諸語とは異なっている。南ルオ諸語の動詞は、3

つの形式からなる（実際に 3 つの形式全てをもつ動詞は少ない）。3 つの形式とは、他動詞

形（TR)と自動詞形（SA）と自動詞用法形（AN）である。他動詞形は、目的語を必ず伴う

形式である（例 41 参照）。自動詞形（SA）は、対応する他動詞文の目的語が自動詞文の主

語になるときに用いられる（例 43 参照）。自動詞用法形（SA）は、対応する他動詞文の主

語が自動詞文の主語になるが、目的語はもたない場合に用いられる（例 43 参照）。 

 ランゴ語をはじめ南ルオ諸語に属する言語は、自動詞しか許さない動詞を除いて、動詞

は、常にこれらの形式の 3 つ、多くは、2 つの形式をもつ（表 13 参照）。 

 

表 12. ランゴ語の動詞体系 (M. Noonan, ‘A Grammar of Lango’, 1992) 

(38) Transitive (TR): TR stems refer to an action or state as it affects a direct object, ….. 

(39) Activity Naming (AN): AN stems express a potentially refer solely to a subject’s participation in 

an activity, but not activity directed toward any particular object. 

(40) Secondary Argument (SA): SA verbs are defined relative to their corresponding transitives. The 

argument that would be the DO of a transitive is the Su of the corresponding SA form. 

Lango 

 

(41) lócə̀ ònɛ̀nò         àtɪ�n             TR 



    man 3SG-PERF:see  child 

    ‘The man saw the child.’ 

(42) dákô    bínô            nénô        AN 

    woman  3SG-HAB:come  to see 

    ‘The woman will see.’ 

(43) àtɪ�nn   ànên                       SA 

    child    3SG-PROG:be visible 

    ‘The child is visible.’ 

 

表 13 ランゴ語、TR と AN と SA 

TR                AN            SA 

nɛ̀nnò  ‘to see’      nénô  ‘to see’   nên          ‘to be visible’ 

ɔ̀llɔ̀̀    ‘to cause to cough’           ɔ́lɔ�         ‘to cough’ 

mɛ ̀ɛ ̀rò  ‘to intoxicate’               mɛ ̀r         ‘to get drunk’ 

wàllò  ‘to boil’                    wálô         ‘to boil, become angry’ 

ɲàmmò  ‘to chew’    ɲə́mô  ‘to chew’ 

tùkkò  ‘to play’      tùkò   ‘to play’ 

rɪ ̀ŋŋò  ‘to run from’  rɪ̀ŋò  ‘to run’ 

càmmò  ‘to eat’      cɛ̀m  ‘to eat’ 

rɔ ̀mmɔ ̀  ‘to be sufficient  róm  ‘to be sufficient’ 

        for’ 

〔Infinitive Formation in Lango: CVC-nɔ → CVCCɔ (If C=r or y, CVVr/y-ɔ)〕 

 

一方、クマム語は、他動詞形と自動詞形と自動詞用法形のほかに中動相形が存在する。ラ

ンゴ語にも中動相形は存在するが、クマム語ほどランゴ語において中動相形は動詞統語論

のなかで果たす機能は大きくない。逆にクマム語においては自動詞形と自動詞用法形の出

現頻度は多くない。 

 クマム語における他動詞形と自動詞形と自動詞用法形についての定義は、ランゴ語のそ

れと同じであるのでここで繰り返さない。中動相形は、他動詞語幹から生産的に接尾辞-ɛrɛ

を付加することによりつくられる（詳細な規則については省略）。 

 中動相形は、自動詞文に用いられる。つまり目的語をもたない。中動相形は、対応する

他動詞文の目的語が中動相形の主語になる場合を MID1 と呼ぶ。対応する他動詞文の主語が

中動相形の主語になる場合、その中動相形を MID2 と呼ぶ。文法関係に関して、他動詞形と

MID1 の関係は、他動詞形と SA の関係と同じであり、他動詞形と MID2 関係は、他動詞形

と AN の関係と同じである。 

 クマム語の動詞は、TR,MID1,MID2,AN,SA のどの形式をもつかを基準にして表 15 のよう



に分類することができる。 

 

表 14． クマム語の動詞体系 

TR 

MID1: The argument that would be the DO of a transitive is the Su of the corresponding MID1 form. 

MID2: MID 2 express a potentially refer solely to subject’s participation in an activity, but not 

activity directed toward any particular object. 

AN:  

SA:  

TR-MID1 

TR-MID2 

TR-MID1-MID2 

TR-SA 

TR-AN 

TR-MID1-SA 

TR-MID2-AN 

TR-MID1-MID2-SA 

 

(45) a=neno        ɑtin                  TR 

    1SG=IMP:see  child 

   ‘I see a child.’ 

(46) atin     nɛnɔ                       SA 

    child   3SG=IMP:be visible 

   ‘The child is visible.’ 

(47) atin     ɔ=nen-ere                   MID1 

    child   3SG=PERF: be seen-MID 

   ‘The child has been seen (by someone)’ 

(48) a=yɛtɔ         icuo                 TR 

   1SG=IMP:abuse  man 

   ‘I abuse a man.’ 

(49) a=yɛt-ɛrɛ                            MID2 

   1SG=IMP:abuse 

   ‘I abuse.’ 

(50) a=ɲwɑlo        bɑngi                TR 

   1SG=PERF:bear  twins 

   ‘I bore twins.’ 



(51) a=ɲwɑl                             AN 

   1SG=PERF:give a birth 

   ‘I gave a birth.’ 

 

表 15 クマム語、TR,MID1,MID2,AN,SA 

TR            MID1                MID2 

uudo ‘to find’   ud-ere ‘to be found’ 

yɑɑbo ‘to open’  yɑb-ere ‘to be opened’ 

mɔɔtɔ ‘to greet’                       mɔt-ɛrɛ ‘to greet each other’ 

mɑɑro ‘to like’                     mɑr-ere ‘to like each other’ 

wɪɪɲɔ ‘to hear’  wɪɲ-ɛrɛ ‘to be heard’    wɪɲ-ɛrɛ ‘to agree with’ 

lwoko ‘to wash’  lwok-ere ‘to be washed’  lwok-ere ‘to wash oneself’ 

 

TR             SA                    AN 

yɛɛŋɔ ‘to satisfy’  yɛŋ ‘to be satisfied with’ 

ŋwɛɔ ‘to smell’   ŋɛ ‘to smell’ 

ɲwɑlo ‘to bear’                         ɲwɑl ‘to give a birth’ 

pyɛm ‘to argue’                         pyɛm ‘to argue’ 

 

TR            MID1                  SA 

neeno ‘to see’   nen-ere ‘to be seen’        nɛɛnɔ ‘to be visible’ 

cɑɑro ‘to light’  cɑr-ere ‘to be lighted’      cɑɑro ‘to light, shine’ 

 

TR                 MID2                           AN 

tʊʊcɔ ‘to tell the truth’  tʊc-ɛrɛ ‘to tell the truth’            tʊʊcɔ ‘to tell the truth’ 

pyelo ‘to defecate’     pyel-ere ‘to defecate (by oneself)’     pyelo ‘to defecate’ 

 

TR          MID1            MID2               SA 

ŋoolo ‘to cut’  ŋol-ere ‘to be cut’  ŋol-ere ‘to cut oneself’  ŋol ‘to be cut’ 

 

 クマム語においては、ランゴ語よりも動詞統語論における中動相形の果たす機能が大き

いことが分かる。 

 

表 16. クマム語とランゴ語における TR: AN/SA 語幹の対応 

(53) Kumam           Lango 

TR              AN/SA         TR            AN/SA 



kooko ‘to cry for’  AN: kok         kòkkò ‘to cry’   AN: kòk/kòkò/kókô 

mɔɔlɔ ‘to flow’    SA: mɔl       mɔllɔ           SA: mɔl 

waaŋɔ ‘to burn’    SA: waŋ       waŋŋo          SA: waŋ 

tʊʊrɔ ‘to break’    SA: tʊr        tʊʊrʊ           SA: tʊr 

gaalɔ ‘to detain’    SA: gal       gallo           SA: gal 

tɔɔpɔ ‘to rot’      SA: tɔp        tɔppɔ           SA: tɔp 

oolo ‘to tire’       SA: ool        ollo            SA: ol 

pooto ‘to fail’      SA: pooto *     potto           SA: pòtò/pótô 

cɛɛkɔ ‘to cook well’  SA: cɛk      cɛkkɔ          SA: cɛk 

kweno ‘to cool’    SA: kwei       kweeyo         SA: kwee 

ɔɔɲɔ ‘to drop’     SA: ɔɲ        ɔɲɲɔ             SA: ɔɲ 

yɛɛcɔ ‘to get crack’ SA: yɛc       yecco            SA: yec 

mɛɛrɔ ‘to intoxicate’ SA: mɛr      mɛɛro           AN: mɛr (?) 

ɲwalɔ ‘to give a birth’ AN: ɲwal    ɲwallo            AN: ɲwal 

looro ‘to roll’      SA: lor        looro             SA: lor 

goomo ‘to bend’    SA: gom      gommo            SA: gom 

ɲaanɔ ‘to stretch’   SA: ɲaɪ       ɲaayo            SA: ɲa 

ŋɔɔkɔ ‘to vomit’   AN: ŋɔk       ŋɔkkɔ           AN: ŋɔ̀k/ŋɔ́kɔ̂ 

ceeno ‘to wake up’  SA: cei       cooyo            SA: co 

 

(54) Kumam                    Lango  

TR              AN/SA        TR              AN/SA 

tʊɔ ‘to dry’        SA: tʊɔ *      twɔɔyɔ ‘to dry’    SA: twɔ 

nɛɛnɔ ‘to see’     SA: neeno      nɛnnɔ           AN: neon    SA: nên 

cɑɑŋo ‘to heal’    SA: cɑɑŋo *     caŋŋo ‘to heal’     SA: caŋ 

myɛlɔ ‘to dance’  AN:myɛlɔ *      myɛllo          AN: myɛl 

kɔɔbɔ ‘to move residence’ SA: kɔɔbɔ * kɔbbɔ          SA: kɔ̀bɔ̀ 

lɛɛgɔ ‘to pray’    AN: lɛɛgɔ *     lɛggo           AN: légô 

 

(55) Kumam                     Lango 

tyeko ‘to finish’ SA: tyek        tyekko 

cwɛnɔ ‘to fat’     SA: cwɛɪ                         SA: cwe ‘to be fat’ 

yaacɔ ‘to get pregnant’ SA: yac                        SA: yâc ‘to be pregnant’ 

gɔɔɲɔ ‘to untie’     SA: gɔɲ       gɔɲɲɔ 

ŋɔɔlɔ ‘to cut’       SA: ŋɔl        ŋɔllɔ 

uumo ‘to cover’  SA: um        wummo 



tɔɔnɔ ‘to pour’     SA: tɔn        tɔnnɔ 

dɔɔɲɔ ‘to enter’  SA: dɔɔɲɔ *                     SA: dɔ̀ɲɔ̀ 

lyero ‘to hang’     SA: lyero *     lyeero 

dɔɔtɔ ‘to suck’     AN: dɔt       dɔttɔ 

buuto ‘to lie down’  SA: buuto *                      SA: bùtò ‘to sleep’ 

gwɔkɔ ‘to protect’   AN: gwɔk     gwɔkkɔ 

 

〔Infinitive Formation in Kumam: CVC-nɔ → CVCC-ɔ → CVVC-ɔ〕 

 

 表 16 にクマム語の動詞とランゴ語動詞が cognate であると思われる例を集めてみた。多

くの場合、TR と SA と AN の形式が一致する。ところが*で示した形式は、クマム語とラン

ゴ語で一致しない。これらの不一致にたいしてどのような説明が可能であろうか。表 16 は、

わざわざ TR と SA と AN をもっている動詞を集めたのである。実際はクマム語の動詞は、

TR と SA、AN を対にもつ動詞は、多くない。むしろ TR と MID1 あるいは MID2 を対に持

つ動詞が多いのである。この事実は、クマム語と他の南ルオ諸語とのあいだになんらかの

断絶が存在することをほのめかしている。この断絶が実際に存在するのかは将来の研究を

またなければならない。 


